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定額給付金のお知らせ

●町がATM（銀行・コンビニなどの現金自動預払機）の操作をお願いすることは、絶対
にありません。

●ATMを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません。
●町が「定額給付金」の給付のために、手数料などの振込を求めることは絶対にありま
せん。 

●住民の方が町へ定額給付金の申請書を提出する前に町が住民の皆様の世帯構成や銀
行口座の番号などの個人情報を照会することは、絶対にありません。 

　ご自宅や職場などに町や県、総務省（の職員）などをかたった電話や郵便が届いた場
合は、迷わず、八峰町役場や最寄りの警察署にご連絡ください。

■問合せ先　企画財政課定額給付金担当（八森庁舎）☎77-2111

定額給付金の手続きの流れ

八峰町 受給者
町から世帯主へ定額
給付金申請書を送付
します。

申請書に記入された
口座へ定額給付金を
振込みます。

申請書に必要事項を
記入し、本人確認書
類などを添付して、
返信用封筒で郵送す
るか、窓口に持参し
て定額給付金の給付
を申請します。

給付金のお受け取り

1 2

3

4

定額給付金とは
　みなさんへの生活支援と地域経済の活性化を
目的として、一定の金額を支給する制度です。

支給対象者は
　平成21年２月１日現在で、住民登録・外国人登
録（短期滞在、不法滞在者を除く）をしているす
べての方を対象に支給されます。

支給金額は
　1人当たり12,000円です。ただし、18歳以下
と65歳以上の方（平成21年２月１日現在）は１
人当たり20,000円です。

いつ支給されるの
　申請書を３月24日（火）に一斉送付し、第１回
目の振込みは４月16日（木）を予定しています。
※ゆうちょ銀行は４月20日（月）
※申請書の受付と給付金の支給は９月下旬まで
順次行っていきます。

　定額給付金がいよいよスタートします。
　町では全世帯に申請書とパンフレットを郵送
して、手続きのご案内をいたします。ここでは、
定額給付金のしくみや、手続きの流れをお知ら
せします。

※申請書を返信する際は、本人確認書類と振込先の口座
番号が分かる部分の写しなどを添付するようお願いし
ています。「なりすまし申請」などを防ぎ、確実に支給す
るためですので、ご協力をお願いします。
※給付金のお受け取りは、原則として口座振込となって
おります。金融機関の口座をお持ちでない方などの場
合に限り、現金によるお受け取りができます。その場合
は「支給決定通知書」を窓口へご持参くださるようお願
いします。


